
●学校だより「明倫」 №３６                令和 7年 ３月 ７日 

 

■心ポカポカ、６年生を送る会 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生を送る会が、寒い体育館で行われました。しかし、みんなの心はポカポカ、何と

も言えないあったかい気持ちになった素敵なひとときでした。 

 

１～５年生は、６年生への感謝の気持ちを呼びかけ・合唱や合奏・スキット等で伝えま

した。登下校や縦割りそうじ、ひまわり遊び等でお世話になったこと、運動会等で憧れの

演技を魅せてくれたことへの感謝の気持ちに溢れていました。 

６年生は、そのお返しとして、ミシンで縫い上げたぞうきんをプレゼントしてくれまし

た。 

私の好きな言葉に「真心は真心に通じる」というのがありますが、府中っ子の真心がみ

んなの心をポカポカにしたのです。 

 

この６年生を送る会を中心となって企画・運営したのは、次年度、府中小学校の機関車

役を務めることになる５年生です。 

先日のこども園５歳児さんを招いての５・５交流で「ホップ」した５年生、今回の６年

生を送る会で「ステップ」しました。さらに卒業式とその準備・後片付けで「ジャンプ」

し、しっかりと６年生からリーダー役を引き継いでくれそうです。 

 

残り約１０日となった本年度ですが、府中っ子の成長はまだまだ続きそうで、楽しみで

す。                           （校長  山本 考一） 

 

校長ブログ：府中っ子の学校での様子をお伝えします。（パスワード：０７１５） 

 

学校教育目標「自分を伸ばす みんなで高め合う 府中っ子～頭に、心に、体に汗いっぱい～」 


